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7
月
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
日
の
台
風
も
ひ
ど
く
、

ま
だ
ま
だ
梅
雨
が
明
け
な
い
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
6
月
は
厄
入
り
シ
ー
ズ
ン

で
す
が
、
ま
ず
は
去
る
6
月
8
日（
金
）に
行
わ
れ
ま
し

た
厄
入
り
清
祓
い
、
そ
し
て
初
老
祝
賀
会
で
は
当
麻
委

員
長
を
は
じ
め
と
致
し
ま
す
会
員
開
発
交
流
委
員
会
の

皆
様
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
の
準
備
・
設
営
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
厄
入
り
さ
れ
た
皆
様
の
厄
を
皆
で
か

ら
い
、
又
、
初
老
を
迎
え
ら
れ
た
お
殿
・
お
姫
の
お
祝

い
を
特
別
会
員
の
皆
様
を
含
め
約
１
５
０
名
と
い
う
大

変
多
く
の
方
々
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
大

き
な
事
件
？
も
な
く
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
残
り
あ
と
半
年
、
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
去
る
6
月
30
日（
土
）、
7
月
1
日（
日
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い
合
宿
～
心
の
つ
な
が
り
～
」

に
お
き
ま
し
て
は
、
青
少
年
育
成
委
員
会
の
皆
様
、
2

日
間
に
わ
た
り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
達
と
1
泊
2
日
で
の

合
宿
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
よ
り
も
更
に
趣
向
を
凝
ら

し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
前
日
か
ら
早
朝

に
か
け
て
の
大
雨
の
た
め
か
、
幾
つ
か
の
内
容
が
変
更

に
な
っ
た
の
は
非
常
に
残
念
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

昨
年
よ
り
も
よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
又

こ
の
事
業
を
通
し
、
我
々
が
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
に

行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
多
く
の
学

び
や
気
づ
き
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

是
非
、
自
分
自
身
の
た
め
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
、
よ

り
一
層
の
自
己
成
長
を
図
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
７
月
は
多
く
の
事
業
が
控
え
て
お
り
ま
す
。

仮
入
会
員
必
修
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
始
ま
り
、
サ
マ
ー
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
、
み
ど
り
棟
、
み
な
と
ま
つ
り
と
、
多
種

多
様
な
事
業
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

各
種
事
業
も
参
加
し
な
け
れ
ば
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
目
的
、
そ
し
て
地
域
へ
も
た
ら
す

も
の
な
ど
、
Ｊ
Ｃ
が
修
練
・
奉
仕
・
友
情
の
三
信
条
の

も
と
、
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
の

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）に
長
崎
市
立
磨

屋
小
学
校（
現
在
の
諏
訪
小
学
校
）に
入
学
す

る
。
こ
の
頃
か
ら
1
学
年
で
2
ク
ラ
ス
、
合

計
70
名
程
度
の
人
数
で
あ
っ
た
。
先
月
号
で

記
載
し
た
と
お
り
、
田
上
の
保
育
園
に
通
っ

て
い
た
た
め
誰
一
人
友
達
は
い
な
か
っ
た
。

多
く
は
、
近
く
の
晧
台
寺
幼
稚
園
や
大
音
寺

幼
稚
園
、
中
央
保
育
所
出
身
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、2
ク
ラ
ス
し
か
な
い
た
め
、友

達
は
す
ぐ
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
現

在
で
も
付
き
合
い
が
あ
る
の
は
、
Ｊ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
皆
さ
ん
ご
存
知
の
吉
田
宗
由

君
、
手
塚
雄
一
朗
君
、
そ
し
て
川
口
親
義
君

で
あ
る
。
又
、
Ｊ
Ｃ
の
先
輩
に
も
磨
屋
小
学

校
の
卒
業
生
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
思
い
出
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
の
だ
が
、
本
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
あ

り
、
具
体
的
に
書
け
な
い
内
容
も
多
く
あ
る

の
で
こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
強

い
て
い
う
な
ら
、
手
塚
君
は
よ
く
骨
折
す
る

か
、
若
し
く
は
よ
く
坊
主
に
さ
せ
ら
れ
て
い

た
。
ち
な
み
に
私
も
、
1
回
だ
け
坊
主
に
さ

せ
ら
れ
た
。
自
分
で
い
う
の
も
あ
れ
だ
が
、

小
学
校
の
成
績
は
比
較
的
良
か
っ
た
。
習
い

事
も
多
く
さ
せ
ら
れ
、
ピ
ア
ノ
、
そ
ろ
ば

ん
、
プ
ー
ル
、
塾
、
ラ
グ
ビ
ー
と
色
々
通
っ

て
い
た
。
ち
な
み
に
、
ピ
ア
ノ
は
中
3
ま
で

習
い
、
ラ
グ
ビ
ー
は
小
6
の
と
き
に
腕
を
骨

折
し
て
や
め
て
し
ま
っ
た
。
比
較
的
成
績
が

良
か
っ
た
た
め
、
小
6
の
と
き
に
祖
父
に
中

学
校
受
験
を
勧
め
ら
れ
、
青
雲
中
学
校
を
受

験
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
年
私
は

長
崎
く
ん
ち
の
踊
町
の
年
で
あ
っ
た
。
11

月
ぐ
ら
い
か
ら
受
験
勉
強
を
行
っ
た
の
だ

が
、
時
す
で
に
遅
く
、
残
念
な
が
ら
受
験
に

失
敗
し
て
し
ま
う（
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き

通
っ
て
い
た
塾
が
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
の
1
番
上
の
ク
ラ
ス
の

中
で
も
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
が
中

尾
陽
一
郎
君
で
あ
っ
た
）。
こ
れ
が
自
分
の

中
で
の
第
1
回
目
の
挫
折
で
あ
る
。
し
か
し

す
ぐ
に
開
き
直
り
、
長
崎
市
立
桜
馬
場
中
学

校
に
入
学
す
る
。
桜
馬
場
中
学
校
に
は
、
磨

屋
小
学
校
と
長
崎
市
立
伊
良
林
小
学
校
の
生

徒
が
進
学
し
、
そ
の
当
時
で
1
学
年
7
ク
ラ

ス
、
合
計
２
５
０
名
く
ら
い
の
市
内
で
は
マ

ン
モ
ス
中
学
校
で
あ
っ
た
。
中
学
校
で
は
部

活
動
は
バ
ス
ケ
部
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
の

だ
が
、
そ
の
頃
大
人
気
で
あ
っ
た
ス
ラ
ム
ダ

ン
ク
の
お
か
げ
で
希
望
者
が
多
く
、
こ
れ
で

は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
取
れ
な
い
と
思
い
、
水
泳

部
に
入
る
。
後
々
知
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
水

泳
部
の
当
時
3
年
生
に
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ス

ト
レ
イ
テ
ナ
ー
」
の
ボ
ー
カ
ル
、
ホ
リ
エ
ア

ツ
シ
さ
ん
が
い
た
ら
し
い
の
だ
が
、
全
く
覚

え
て
い
な
い
。
2
年
生
ま
で
水
泳
部
に
在
籍

し
、
後
半
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
い
た

の
だ
が
、
何
を
思
い
立
っ
た
の
か
3
年
生
に

な
る
と
同
時
に
バ
ス
ケ
部
に
入
る
。
や
っ
ぱ

り
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
し
た
か
っ
た
ら
し
い（
笑
）。

又
、
目
立
ち
た
が
り
屋
の
私
は
生
徒
会
に
も

入
る
。
普
通
は
生
徒
会
長
、
副
会
長
だ
け
選

挙
で
選
ば
れ
る
の
だ
が
、
体
育
祭
を
企
画
す

る
体
育
部
長
、
文
化
祭
を
企
画
す
る
文
化
部

長
も
選
挙
と
な
っ
て
お
り
、
文
化
祭
を
企
画

し
た
か
っ
た
私
は
文
化
部
長
に
選
挙
で
選
ば

れ
、
お
祭
り
男
と
し
て
そ
の
年
の
文
化
祭
を

盛
り
上
げ
た
。
又
、
そ
ん
な
中
で
も
一
応
勉

強
は
で
き
た
方
で
あ
っ
た
の
で
、
自
慢
で
は

な
い
が
な
ん
と
か
3
年
間
を
常
に
学
年
5
番

以
内
の
成
績
で
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
中
3
の
高
校
受
験
の
と
き
、
中
学
で
失
敗

し
た
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
た
め
、
青
雲
高
校

を
受
験
し
、
無
事
に
合
格
し
進
学
す
る
こ
と

と
な
る
。

か
、
ま
ず
は
我
々
が
そ
の
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
と
持

た
な
い
こ
と
に
は
、
地
域
の
方
々
に
は
何
も
伝
わ
り
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
目
的
意
識
を
持
っ

て
、
各
種
事
業
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

更
に
、
な
が
さ
き
１
０
０
ｋ
ｍ
徒
歩
の
旅
が
い
よ
い

よ
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
で
５
回
目
と
い
う
節

目
を
迎
え
、
小
学
生
の
参
加
者
も
今
ま
で
で
一
番
多
い

約
１
３
０
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

安
全
や
宿
泊
の
都
合
上
、
１
０
０
名
と
い
う
定
員
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
の
希
望
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
や
は
り
こ
の
事
業
に
対
し
て
共
感
を
持
っ
て
い
た

だ
い
た
証
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
は
実
行
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
我
々

Ｊ
Ｃ
が
立
ち
上
げ
た
事
業
で
あ
り
、
共
催
団
体
と
し
て

名
前
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
長
崎
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
達
が
心
身
共
に
よ
り
成
長
し
て
、
更
に
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
る
に
は
、
や
は
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
サ
ポ
ー

ト
、
つ
ま
り
は
動
員
が
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
を

必
ず
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
多
く
の
ご
参
加
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
７
月
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し

て
い
よ
い
よ
第
67
年
度
の
理
事
長
候
補
者
、
そ
し
て
副

理
事
長
予
定
者
、
専
務
理
事
予
定
者
が
決
定
致
し
ま
す
。

少
し
ず
つ
次
年
度
モ
ー
ド
に
は
な
っ
て
き
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
本
年
度
の
事
業
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
12
月
31

日
ま
で
は
第
66
年
度
体
制
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
で

す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
何
卒
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

一
般
社
団
法
人
長
崎
青
年
会
議
所

　
　
　
　
第
66
代
理
事
長
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長崎ブロック協議会  次世代教育確立委員会
 委員長　鮎川　　愛 君

例会委員会　副委員長
 青野　　悠 君

　去る 6 月 2 日（土）、3 日（日）、第 44 回
長崎ブロック大会 IN 佐世保が開催されま

した。次世代教育確立委員会では「どがんする？長崎 
～未来を決めるのは君だ！～」という事業を開催しまし
た。これは、佐世保市長や大村市長をお招きし、学生や
一般市民の皆様にご参加いただき、長崎の問題点や解決
方法を皆で一緒に考えてみようというものです。当日は
中学生、大学生、教育関係者の方々など多
くの一般市民の皆様や、長崎 JC の多くの
皆様にもご参加いただき、盛況のうちに終
えることができました。
　長崎にこんな大学がほしい！と堂々と意
見をいう中学生の姿が印象的で、又、大村
市長には「学校という建物がなくても、こ
のような事業こそが貴重な学校だ」とおっ
しゃっていただき、事業を実施してよかっ
たと思いました。
　初めて委員長となり様々な不安もありま
したが、当日長崎 JC の多くのメンバーに
ご参加いただいて、とても心強く、そして
嬉しい気持ちでいっぱいになりました。本

　去る 6 月 13 日（水）、ホテルニュー長崎
3F 鳳凰閣西中におきまして、6 月会務室

担当例会「No マナー No JAYCEE」を開催させていた
だきました。この事業は、正会員と仮入会員の皆様に、
青年経済人としての正しいマナーを知っていただく目的
で、身だしなみ、名刺交換、電話応対、その他の 4 部構
成で実施させていただきました。例会委員会としては、
まずはメンバー全員でマナーを学び、その上で、それを

当にありがとうございました。又、長崎 JC から出向し
ていただいた委員会メンバーにも本当に感謝の気持ちし
かありません。前日リハーサルでブロック副会長より
怖い目でチェックしてくれた西野副理事長、当日コー
ディネーターを務め大活躍だった岡部室長、前年度委員
長の経験からたくさんのアドバイスをくれた永富さん、
キャッチーな事業タイトルを考えてくれた田崎さん、委
員会にいつも爽やかな雰囲気をもたらしてくれる大平さ
ん、きめ細やかな心遣いで委員会をまとめてくれる運営
幹事の草野さん、本当にありがとうございました。

どのように会員の皆様にお伝えするのが良いのか、メン
バー全員で知恵を出し合い、今回の開催に至りました。
大人になると、マナーについて指摘を受ける機会も減っ
ていきます。ご自身で事業をなされている方であれば尚
更です。この例会をきっかけとして、会員の皆様のマナー
に対する意識が少しでも高まり、お伝えしたことを今後
のビジネスの場で実践していただければ、例会委員会一
同、大変嬉しく思います。
　今年度も残り半年となりましたが、今後も、会員の皆
様に少しでも喜んでいただけるような例会運営に努めて
参りますので、ご出席の程、宜しくお願い致します。

長崎ブロック大会IN佐世保　事業報告
どがんする？長崎 ～未来を決めるのは君だ！～

6月会務室担当例会「Noマナー No JAYCEE」
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第 66 年度 初老祝賀会
会員開発交流委員会　委員長
 当麻　　葵 君

　去る 6 月 8 日（金）に、稲佐山観光ホテ
ルにおいて、「第 66 年度 初老祝賀会」が

開催されました。本年度は 24 名の会員が初老を迎えら
れました。初老祝賀会は今年 40 歳を迎える会員の一年
間の無事と残り半年の JC 活動を楽しく過ごせるよう祈
念し、特別会員をお招きして多数の会員でお祝いをしま
す。そして、会員相互の交流を深めることが目的です。
例年と違い、4 月にリニューアルした「紫陽花の間」に
てテーブル・イスでの初老祝賀会でしたが、いかがでし
たでしょうか？
　開会後は、初老を迎
えられた会員は記念品
のオリジナルサッカー
ユニフォームを着てい
ただき、現役会員はイ
スに座る間もなく、積
極的に初老を迎えられ

た会員、特別会員と嬉しそうに杯を交わし交流すること
ができ、楽しく弾けていただいたようでした。最後の一
本締めでは平成 26 年度ご卒業の伊吹先輩より、マツケ
ンサンバの披露もあり、盛大に初老祝賀会を終了するこ
とができました。二次会以降は記憶をなくしたお殿様も
いたようですが、思い出に残る一夜になったのではない
でしょうか。最後に、本事業にご参加・ご協力いただい
た皆様に感謝申し上げますとともに、初老を迎える会員
の皆様の残り半年の JC 活動が有意義なものになるよう
祈念致します。
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　去る 6 月 8 日（金）、伊勢宮（伊勢町）におきまして、厄入り清祓いが厳粛な
雰囲気の下で執り行われました。長崎では長崎くんちの小屋入りに合わせて
6 月に男性は本厄（数え年 41 歳）の方、女性は前厄（数え年 33 歳）の方が友
人知人に参加いただいた上で厄年の無病息災を祈願する伝統があります。長
崎青年会議所も長年にわたりこの風習を続けています。
　強い雨の降るあいにくの天気の中、男性会員 21 名と女性会員 1 名の厄入
り清祓いを理事役員も列席して行いました。清祓いは粛々と行われ、終わっ
たころには強く降っていた雨も止みました。お殿様となる会員は、仕事に向
かったりゴルフに出掛けたりと夜の初老祝賀会にそれぞれ備えたのでした。

厄入り清祓い広報レポート
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JC
ラスト
イヤー！卒業予定者
インタビュー！！

Q1. あなたがJCで特に影響を受けた人は誰ですか？

Q2. JCの思い出を教えてください。

Q3. 現役会員へ一言お願いします。

A1. 中村伸一郎君

A2. サンタランの事業では、強雨強風で予定変更や歩
く距離の短縮などありましたが、委員長中心に無
事成功を収めることができてよかったです。

A3. JCに入会して尊敬する先輩や多くの仲間ができ
てとても感謝しています。ありがとうございます。

A1. 猪村栄一先輩

A2. 短い在籍期間でしたが、多くの思い出ができまし
た。素晴らしい方々に出会えたことが本当によ
かったです。

A3. 本当に素晴らしい団体です。入会させていただき
ありがとうございました。皆様、これからも長崎の
ために……ガンバって下さい。長崎JC野球部へ
の入部もお願い致します。

A1. 林慎太郎先輩、馬場雅朗先輩、平井嘉一先輩。よく
叱られました（笑）

 61協働推進委員長の浦川先輩と委員会メンバー
の皆様。生意気な私を優しく導いてくれました。

A2. 入会2年目の京都会議にて、メインホールの1階
役員入口から堂々と入場し、会頭所信を1人で拝
聴したこと。

A3. 何事も修練ですが、仲間を大切にしてJCライフ
を楽しんで下さい。

浦田　　良 君

山本　智昭 君

A1. 野田剛士君です。彼の方が年下だけど、いろいろ
教わりました。

A2. 松本彰司先輩のもとでブロックに出向できたこ
と。JCを頑張っているという充実感があって、す
ごく楽しかったです。

A3. 誰か野球部に入部して下さい！ 部員が少なくて試
合ができません（涙）

野田　敬三 君

A1. 小野川武士先輩です。ＪＣの何たるかを教えてく
れました。小野川先輩がいなかったら私は未だに
ＪＣ内をフラフラとしていたと思います。とても厳
しい先輩であり、とても後輩思いの先輩でした。

A2. ブロックの委員長を受けて辛いこと、嬉しかった
ことを感じたこと。そのお蔭で憲法にちょっとだ
け詳しくなったこと。

A3. とても辛いことをしているとき、そしてそれを達
成したときが「青春」だと思います。ここでまた「青
春」を感じましょう！ JCに入ったからには一度は委
員長を受けて青春しよう！

劉　　美昌 君

近久　宏志 君
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サマーコンファレンス
【第 7 回】

　みなさん、サマコンにちわ。
　第 64 年度、伊藤信博理事長のもとで渉外委員長をさ
せていただきました松島です。
　7 月といえばサマコンですね。LOM ナイトでの屋形
船の手配が凄く大変だったことを思い出します。

　4 月頭に最後の 1 隻の予約に
食い込み、出向者が来れる時
間、来訪 JC を乗せる時間、花
火を見れる時間、色々と計算
してスケジュールを組みまし
た。当日計算通りに進みまし

た が、45 人 で ち ょ う
ど良い船に 60 人以上
が乗り、密集した暑さ
と、僕自身の船酔いは
計算外でした（笑）。
　屋形船の担当者と何
回も打ち合わせをし
て、終わってからも個

人的に連絡を取っていた
ところ、次の年の 3 月に

「今年もどうですか？ ぜ
ひ長崎 JC さんに使って
ほしい」と連絡がきまし
た。こんなにうれしいこ
とはないですよね、委員
長冥利につきます。
　一つ絶対に忘れてはいけないことですが、対外事業に
は必ず出向者がいます。又、どの事業にも共通すること
ですが、僕達が知らないところで会議をして、時間とお
金を使って準備し、その事業を作り上げてくれているメ
ンバーがたくさんいます。そして時間とお金を使って参
加してくれるメンバーがたくさんいることも本当に感謝
です。凄く大切なことを深く考えさせられる経験でした。
みなさん、是非事業に積極的に参加してみて下さい。そ
して理事経験をしてみて下さい。そこで得られるものは、
後にも先にも凄く大切なことです。
� （広報委員会　松島　　稔）

協働推進委員会　副委員長
 四元　聡子 君

　 去 る 2018 年 5 月 24 日（ 木 ） ～ 27 日
（日）、鹿児島の地にて JCI Asia Pacific 

Area Conference（アジアパシフィック エリアコンファ
レンス）、略称 ASPAC（アスパック）が開催されました。
ASPAC は、毎年アジアの国々・地域からおよそ１万人
の JC メンバーが参加する大きな
大会です。
　私達協働推進委員会メンバーは

「和」というテーマのもと、長崎
市を世界にアピールするに相応し
い、ランタンやさるくちゃんを華
やかに飾り、世界遺産配置図が記
載してある長崎市の地図を配置し
つつ、長崎の食の魅力の一つであ
るカステラを提供して参りました。
当日は多くの外国の方から美味し
いとの評価をいただき、更には国
内外の多くの JC メンバーの方々
と交流ができたことにより、長崎
の魅力を感じていただいたと思い
ます。今回、初めての参加だった

のですが、各 LOM が自分の住む市や町、名産をどのよ
うにアピールするかを工夫していました。又、会場内で
はハローキティによる DJ や、くまモンといった日本で
生まれたキャラクターを交えてアピールするなど、多く
の斬新な発想に触れることもできました。参加されたメ
ンバーの皆様、そして全ての段取りをして下さった渉外
委員会の皆様、本当にお疲れ様でした。

2018 JCI ASPAC 鹿児島大会 ブース出展
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　事　業　告　知　　サマーコンファレンス

　事　業　告　知　　ながさきみなとまつり～みなとで夏を楽しもう！～

渉外委員会　委員長
 溝江　琢也 君

地域推進委員会
 　森田　眞源 君

　来たる 2018 年 7 月 21 日（土）、22 日（日）の 2 日間に
わたり、公益社団法人日本青年会議所主催の大会である、
サマーコンファレンス 2018 がパシフィコ横浜にて開催
されます。サマーコンファレンスとは、公益社団法人日
本青年会議所の運動を広く発信するために、各界を代表
する著名な有識者をお招きし、政治・経済・社会など様々
なジャンルのファンクションを開催する場です。2018
年の開催テーマは、「日本創生への奇跡」と題し、全国
の会員が、自らの営みを成長させ、人財を育成し、まち
から国、そして世界を良くする行動を起こすことができ
る人財となるために、地方創生に関する知識や仕組みを
学び、体験し、つながりを広げる機会を提供することと
しています。サマーコンファレンスの歴史は 1966（昭和
41）年の第 1 回政治問題セミナーから始まりました。政
治問題セミナー、国家問題会議として推移してきたこの
会議は、1978 年麻生太郎会頭の代に大きな変貌を遂げ、

「青年経済人会議」という名称となります。この後 1994
年に「サマーコンファレンス」と名称変更され、より幅

　来たる 7 月 28 日（土）、29 日（日）に水辺の森公園にて、
ながさきみなとまつりが開催されます。長崎 JC は 2 日
間とも、午前 10 時から 12 時、午後 1 時から 3 時まで

「作った竹水鉄砲で鬼退治コーナー！！」「世界文化遺産
登録記念！キーホルダー作成コーナー！！」の 2 コーナー
を運営します。昨年に引き続き竹水鉄砲合戦を楽しんで
いただくとともに、世界文化遺産登録が決定した大浦天
主堂をモチーフにしたキーホルダーを作っていただくこ
とで、長崎の魅力を感じていただきます。みなとまち長
崎の魅力が凝縮された水辺の森公園で、市民との交流を

の広い会議として実施されることとなりました。対内的
にも、会頭の提唱する JC の自己改革の大きな実践の場
として位置づけられるとともに、過去の慣例から脱却
し、新たな試みによる運動発信がなされるようになりま
した。今年も数多くのファンクション・セミナーが開催
され、必ずや自己改革・自己研鑽の学びを得ることので
きる大会です。皆様のお越しをお待ちしております。

思い切り楽しみましょう。
本事業成功のためには JC
メンバー全員の長崎をよ
くしたいという想いが必
要です。みんなで長崎を
盛り上げましょう！

大会プログラムなど
各種情報掲載中です！ � スマホ・タブレットはこちらから！▶︎

http://www.jaycee.or.jp/2018/summerconference

思い切り楽しみましょう。
本事業成功のためには JC
メンバー全員の長崎をよ
くしたいという想いが必

長崎市魚の町3-21マリンハイツ202号TEL 095-825-2709　FAX 095-822-5399URL http://nagasaki-jc.jp/

Junior Chamber International Nagasaki 地域推進委員会

【お問い合わせ先】一般社団法人  長崎青年会議所

長崎　JC

長崎市魚の町3-21マリンハイツ202号TEL 095-825-2709　FAX 095-822-5399URL http://nagasaki-jc.jp/

地域推進委員会
一般社団法人  長崎青年会議所

長崎　JC

みなとで鬼退治！
手作り

竹水鉄砲合戦！

世界文化遺産登録記念
キーホルダーを作ろう！

両　　日
参加無料

キーホルダーを
祝！世界文化遺産登録！

2018 ながさきみなとまつり

2018 ながさきみなとまつりみなとで夏を楽しもう！
長崎水辺の森公園（長崎港）

午前の部 10：00～12：00午後の部 13：00～15：00

7月28日土
     29日日

ながさきみなとまつり会場
ながさきみなとまつり会場

大浦警察署大浦警察署

大浦
天主堂下
大浦
天主堂下

石橋石橋

大浦海岸
通り

大浦海岸
通り

長崎県美術館

市民病院前市民病院前

築町築町

出島出島
出島ワーフ出島ワーフ

西浜町西浜町

●

●

至
諫

早
 出

島
道

路

長崎
水辺の森公園

長崎港

大浦天主堂大浦天主堂４９９

定員
28日土 380名29日日 380名

定員
28日土 123名29日日 122名

※小学生3年生以下は保護者同伴でお願い致します。
※貴重品は自己責任で十分に注意して管理をお願
　い致します。※熱中症対策（水分補給など）は各自行いますよう
　お願い致します。※当事業では、広報・記録活動のために撮影を行っ
　ており、撮影した画像・動画を広報活動のため
　に使用する場合がございます。予めご了承下さい。

（担当：深堀　祐輔）
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